
  はじめに  
　

　令和２年３月７日、福島県内において新型コロナウイルス感染症がはじめて確認され、コロナと共にある新たな生

活も早や４年が過ぎようとしています。これまで、国や県、医療機関をはじめとする関係者の皆様と連携・協力しな

がら、様々な感染対策を講じ、市民・事業者・医療従事者の皆様に多大なるご理解とご尽力をいただくことで、会津

若松市が一丸となって多くの困難を乗り越えてまいりました。

　市民の生命、健康を守るために、先頭に立ち感染者への対応に従事されてこられました医療関係者や、市民生活を

支えていただいたエッセンシャルワーカーの皆様、感染対策にご理解とご協力をいただいた市民・事業者の皆様に対

しまして、改めて深く感謝申し上げます。

　現在、新型コロナウイルス感染症は、感染症法上、季節性インフルエンザと同等の５類感染症に位置づけられ、よ

うやく日常の生活を取り戻しつつあります。そのような中においても、また新たな感染症が発生し、日常生活が脅か

されるかもしれないということを忘れずに、新たな感染症への対応をより迅速で強固なものとするため、新型コロナ

ウイルスとの闘いの経験を今後に生かしていく必要があります。

　そのような観点から、これまでの対策を振り返るとともに、本市における感染症への対応の経過や課題をまとめま

した。

　本市においては、今後も新たな感染症の発生に備えながら、市民の皆様の健康と安全を守り、安心して暮らしてい

くことができる地域社会の実現に向けた取組を進めてまいります。


